
気
付
「
カ
ナ
ダ
モ
ー
ー
タ
ー
旅
行
」
月
刊

神
戸
っ
子
係
ま
で

☆
奨
学
金
支
給
レ
デ
ィ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

募
集
及
び
選
考
試
験
の
お
知
ら
せ

①
対
象
／
通
才
以
上
の
女
性

②
人
数
／
、
Ⅷ
名
（
全
額
及
び
一
部
奨
学

金
支
給
者
を
含
む
）

③
研
修
内
容

③
期
間
／
昭
和
弘
年
塑
月
塑
日
（
土
）

Ｉ
昭
和
顕
年
１
月
７
日
（
月
）

、
波
航
先
．
／
米
国
西
海
岸

●
内
容
／
英
語
研
修
・
日
米
交
歓
パ
ー

テ
ィ
・
ホ
ー
ム
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
・
観
光

（
当
育
英
会
の
駐
在
員
、
生
活
指
導
員

が
現
地
で
適
切
な
お
世
話
を
し
ま
す
）

ね
。
季
節
柄
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ま
せ
。
八
宝
塚
／
丸
本
明
子
Ｖ

☆
六
月
号
の
ケ
ー
キ
特
集
は
、
全
く
罪

な
企
画
で
あ
り
ま
し
た
。
へ
え
そ
ん
な

お
店
が
あ
る
の
！
と
、
知
ら
な
か
っ
た

お
菓
子
屋
さ
ん
を
巡
る
こ
と
迎
日
二
週

間
、
太
る
こ
と
五
キ
ロ
。
レ
ポ
ー
ト
を

さ
れ
た
四
人
の
女
性
は
あ
ん
な
に
も
ス

マ
ー
ト
な
の
に
、
何
故
私
だ
け
、
と
な

げ
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

本
当
は
ケ
ー
キ
屋
巡
り
を
し
な
が
ら

レ
ポ
ｉ
タ
ー
の
方
た
ち
の
見
落
と
さ

れ
た
穴
場
を
見
つ
け
よ
う
と
は
り
き
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
た
残
念
。

見
亦
な
取
材
だ
と
感
喚
し
て
お
り
ま

す
。た

だ
毎
日
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
癖
が
つ

い
ち
ゃ
っ
て
、
今
も
ア
ン
リ
。
シ
ヤ
ル

パ
ン
テ
ィ
エ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス

を
傍
に
し
な
が
ら
の
お
便
り
な
の
で
す

減
吐
を
夢
見
つ
つ
．
…
・
・
。八

柴
坂
ま
ど
か
Ｖ

☆
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
モ
ニ
タ
ー
旅
行
（
神
戸
っ
子

愛
読
者
ご
優
待
）

主
催
／
カ
ナ
ダ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
政
府
観
光
局
、
オ
カ
ナ

ガ
ン
浪
光
協
会
協
力
／
カ
ナ
ダ
政
府

迩
光
局
、
カ
ナ
ダ
太
平
洋
航
空

日
程
／
③
７
日
間
③
８
日
間

出
発
日
／
９
月
羽
日
発
か
ら
、
月
虹
日

発
ま
で
旭
便
の
予
定

モ
ー
ー
タ
ー
負
担
世
蹄
／
④
￥
２
５
７
，

０
０
０
③
￥
２
１
４
，
０
０
０

行
程
／
東
京
ｌ
〉
バ
ン
ク
ー
バ
ー
←
ビ
ク

ト
リ
ア
←
バ
ン
ク
ー
バ
ー
←
ケ
ロ
ウ
ナ

←
バ
ン
ク
ー
バ
ー
←
東
京
（
８
日
間
の

場
合
は
最
後
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
２
泊

の
予
定
）

応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
、
住
所

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
ご
記
入
の
上
、

左
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
町
東
京
都
港
区
赤
坂
８
５
１
詑

山
勝
ピ
ル
５
Ｆ
カ
ナ
ダ
政
府
観
光
局

１
１５９
１

☆
あ
じ
さ
い
の
花
が
不
思
議
な
魅
力
器

も
っ
て
咲
い
て
い
ま
す
。
神
戸
っ
子
６

月
号
〃
ア
ン
ド
＆
神
戸
〃
「
帰
っ
て
き

た
ポ
ー
ド
ジ
ュ
ピ
リ
Ｉ
」
音
楽
の
本

質
・
存
在
は
こ
の
よ
う
な
催
し
の
中
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
音

楽
は
相
手
を
傷
つ
け
な
い
で
、
す
べ
て

を
包
み
こ
ん
で
い
く
魅
力
が
あ
り
ま
す

t ａｌｋａｎｄｔａｌｋ

☆
神
戸
っ
子
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー

＜神戸っ子愛読者サロン＞

★
も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
我
が
愛

す
る
北
都
・
札
挽
は
カ
ー
一
族
さ
ん
で
今

年
も
賑
わ
い
そ
う
で
す
。
学
生
時
代
に

過
し
た
神
戸
の
街
、
二
児
の
母
と
な
っ

た
今
（
二
旗
の
男
の
子
「
新
」
、
八
カ

月
の
長
女
「
亜
紀
子
」
）
と
て
も
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
主
人
は

あ
る
大
手
商
社
の
営
業
マ
ン
で
時
々
神

戸
へ
も
仕
事
で
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
何
と
も
う
ら
や
ま
し
い
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
、
子
供
が
も
う
少
し
大
き
く

な
っ
た
ら
一
緒
に
行
っ
て
み
た
い
と
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

５
月
号
の
「
ポ
ー
ト
ピ
ァ
油
」
の
特

災
で
、
神
戸
で
大
き
な
博
覧
会
の
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
大
阪
の
バ
ン
パ

ク
の
と
き
に
は
．
ま
だ
、
学
生
だ
っ
た

の
で
、
友
だ
ち
と
よ
く
遊
び
に
行
っ
た

も
の
で
す
。
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
」
に
は

ぜ
ひ
泊
ま
り
が
け
で
神
戸
へ
行
き
た
い

と
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で

す
。
八
札
幌
／
田
中
麗
子
Ｖ

往
復
の
航
空
迎
賃
と
バ
ン
コ
ク
２
泊
、

カ
ト
マ
ン
ズ
２
泊
の
宿
泊
費
を
含
む
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
大
阪
府
勤
労

者
山
岳
連
盟
海
外
委
員
会
〒
即
大
阪
市

束
区
玉
造
１
丁
目
６
番
７
号
第
３
マ
リ

ン
ピ
ル
雷
０
６
‐
７
６
１
１
９
３
０
５

☆
イ
タ
リ
ア
豪
華
客
船
〃
ガ
リ
レ
オ
ガ

リ
レ
イ
号
″
に
よ
る
魅
惑
の
地
中
海
ク

ル
ー
ズ
と
イ
タ
リ
ア
旅
行

日
程
／
９
月
超
日
Ｉ
”
日
孟
日
間
）

世
用
／
￥
７
９
０
，
０
０
０

募
集
人
員
／
皿
名

東
京
←
ロ
ー
マ
←
ジ
ェ
ノ
ア
←
（
ガ
リ

レ
イ
号
）
←
ナ
ポ
リ
←
シ
ラ
キ
ニ
ー
ス

←
マ
ル
タ
←
ピ
ゼ
ル
テ
←
バ
ル
セ
ロ
ナ

。
〉
カ
ン
ヌ
←
ジ
蚕
ノ
ア
←
ヴ
ェ
ニ
ス
←

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
←
ロ
ー
マ
４
束
京

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
ド
ッ
ド
ウ
ェ

ル
ト
ラ
ペ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
野
合
区
磯
上

通
）
霊
２
５
１
１
０
０
２
１

☆
ハ
ワ
イ
ッ
ア
ー
４
泊
６
日

日
程
／
９
月
幻
日
’
９
月
妬
日

費
用
／
￥
１
６
５
，
０
０
０
（
市
内
観

光
、
ホ
テ
ル
宿
泊
費
込
）
大
阪
発
着

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
ト
ッ
プ
ナ
ッ

チ
（
葺
合
区
琴
緒
町
５
グ
リ
ー
ン
シ
ャ

ポ
－
２
Ｆ
）
麓
２
４
２
１
２
６
９
５

★
酔
っ
払
い
女
に
捧
げ
る
バ
ラ
ー
ド

白
々
と
し
た
酔
い
醒
め
に

酔
っ
払
い
女
は

己
れ
の
躯
骸
を
見
た
…
…

八
大
阪
／
若
松
昇
Ｖ

町
が
化
粧
を
盤
く
す
る
と
き

酔
っ
払
い
女
は
今
夜
も

赤
い
酒
を
あ
お
っ
て
い
る

三
百
年
も
生
き
て
来
た
と

誰
彼
な
し
に
話
し
か
け
る
淋
し
い
女

も
う
グ
ラ
ス
ば
か
ら
っ
ほ
だ

赤
い
酒
は
昨
日
の
夢

夢
に
す
が
っ
て

酔
い
に
す
が
っ
て

三
百
年
の
か
ら
っ
ぽ
の
歴
史
が

暗
い
酒
場
の
片
す
み
で

芋
み
女
の
よ
う
に

永
遠
の
陣
揃
に
苦
し
ん
で
い
る

哀
れ
な
酔
っ
払
い
女
よ

④
奨
学
金
の
対
象
と
な
る
も
の
／
（
約

“
万
円
）
往
復
渡
航
運
賃
・
宿
泊
費
・

パ
ー
テ
ィ
費
用
・
団
体
費
用
等
２
れ

ら
の
全
額
ま
た
は
一
部
）

⑤
募
築
要
綱

メ
切
／
８
月
お
日
受
験
料
／
一
万
円

応
募
方
注
／
市
販
の
履
歴
書
に
写
莫
を

添
付
し
現
金
普
留
に
て
、
育
英
会
本
部

事
務
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

③
躯
一
次
試
験
／
９
月
９
日
（
日
）
午

後
１
時
１
４
時
試
験
科
目
／
・
英
語
・

一
般
常
識
・
性
格
テ
ス
ト

⑦
噸
二
次
試
験
／
面
接
試
験
（
如
月
）

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
国
際
奨
学
金

留
学
生
育
英
会
大
阪
支
部
〒
鞭
大
阪
市

淀
川
区
西
中
島
３
‐
麹
ｌ
避
新
大
阪
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
池

雷
０
６
‐
３
０
５
１
５
６
７
７

★
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ

ン
グ

日
程
／
、
月
５
日
Ｉ
幻
日
（
面
日
間
）

避
本
料
／
￥
２
０
０
も
０
０
０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神
戸
っ
子

ご
あ
ん
な
い

6０

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
頂
い
た
方
々

朝
比
奈
降
上
林
英
一

青
木
重
雄
後
藤
末
二

赤
尾
兜
子
坂
井
時
忠

砂
野
仁
佐
藤
廉

乾
豊
彦
白
川
渥

石
野
信
一
新
谷
秀
夫

石
野
成
明
塩
路
義
孝

石
阪
春
生
砂
田
重
民

榎
並
正
一
角
南
猛
夫

牛
尾
吉
朗
竹
中
郁

岡
崎
忠
滝
川
清
一

小
曽
根
真
造
滝
川
勝
二

小
野
一
夫
武
田
繁
太
郎

金
井
元
彦
田
宮
虎
彦

嘉
納
正
治
田
中
健
一
郎

嘉
納
毅
六
田
辺
聖
子

柏
井
健
一
陳
舜
臣

鴨
居
玲
高
橋
孟

貝
原
六
一
津
高
和
一

楠
本
憲
吉
竹
馬
準
之
助

小
磯
良
平
外
島
健
吉

小
泉
徳
一
直
木
太
一
郎

そ
ご
う
６
Ｆ
美
術
画
廊

神
戸
国
際
会
館
詞
剛
８
１
６
１

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
雷
剛
３
５
３
５

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
三
宮
店
酋
剛
２
０
４
６

☆
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
市
生
田
区
京
町
麓
知
８
１
１
１

神
戸
国
際
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８
丁
目
１
ノ
６

衝
剛
８
０
５
１

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
酋
剛
４
１
７
１

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
曾
幽
５
４
３
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
簡
剛
５
０
３
１

六
甲
山
ホ
テ
ル

月
刊
一
神
戸

コ
ナ
」
は
思

い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
…

神
戸
っ
子

出
合
う
時

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
方
は
編
集
室
あ
て
に
お
申
込
み
を
。

１
年
分
３
０
０
０
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
は
、
左
の
本
屋
さ
ん
へ

芦
屋
宝
盛
館
芦
屋
市
公
光
町

昭
文
堂
芦
屋
市
月
若
町

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
漣
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
弥
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
書
生
田
区
古
湊
町
１

淳
久
堂
書
店
セ
ン
タ
ー
街

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

神
戸
｛
皿
滋
区
六
甲
山
町
箇
剛
０
３
０
１

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

減
区
六
甲
山
西
谷
上
雷
伽
０
２
３
３

☆
大
阪
の
ホ
テ
ル
露
胸
１
１
１
１

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

☆
京
都
／
若
王
子
衝
、
５
６
３
０

☆
ブ
テ
ィ
ッ
ク

が
れ
り
や
馬
亜
乃
窟
幽
５
０
０
５

Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
琶
細
６
４
３
９

魔
女
回
幽
１
７
７
３

☆
喫
茶
店

に
し
む
ら
誹
瑚
中
山
手
店
回
剛
１
８
７
２

に
し
む
ら
加
誹
セ
ン
タ
ー
街
店

窟
剛
０
６
６
９

デ
ィ
ラ
工
町
２
窓
剛
１
２
７
１

ロ
ピ
ン
フ
ッ
ド
加
古
川
市
加
古
川
町

☆
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
野
合
区
磯
辺
通
４
雷
卸
７
２
７
７

れ
ん
が
亭
衝
剛
７
１
６
８

キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店
湧
剛
３
６
６
１

神
戸
館
生
田
新
道
箭
側
２
９
５
５

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
雷
四
１
５
２
９

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
窟
鋤
１
４
２
４

★
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

ク
ラ
ブ
小
万
生
田
東
門
筋
中
島
ピ
ル

神
戸
時
代
麓
”
３
５
６
７

西
村
功

西
脇
親

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

成
瀬
香
梅

野
津
幸
三
郎

畑
専
一
郎

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
製
二

光
田
顕
司

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

元
永
定
正

行
吉
哉
女

淀
川
長
治

神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
百
店
会

京
町
筋

元
町
通
３
丁
目

元
町
通
５
丁
目

花
隈
町
九
八

新
開
地
本
通

抑
鉄
ピ
ル

淡
川
商
店
街

長
田
区
腕
塚
町

板
宿
バ
ス
停
前

明
石
市
桜
町

朝
霧
駅
前

垂
水
駅
前

明
舞
セ
ン
タ
ー

舞
子
駅
東

明
石
駅

国
鉄
須
磨
駅
北
東

加
西
市
北
燦
町

国
鉄
西
脇
駅
前

姫
路
・
み
ゆ
き
通

漢
口
堂
三
宮
店

海
文
堂
宝
文
館

あ
い
む
書
房

陸
司
書
房

か
も
め
書
房

漢
口
堂
書
店

秋
田
百
文
館

神
戸
害
林

木
村
書
店

朝
霧
書
房

広
文
館

漠
口
堂
害
店

ま
い
こ
書
房

ハ
ク
ロ
書
房

須
磨
書
房

北
偉
書
房

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
文
林

三
耕
堂

★
過
日
、
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
、

神
戸
文
学
賞
の
授
賞
者
８
名
に
集
っ
て
い

た
だ
き
会
合
を
も
っ
た
。
異
質
の
作
家
た

ち
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
新
た
な
質
の
文

学
が
創
出
さ
れ
ぬ
も
の
か
、
と
考
え
て
の

こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
。
八
佐
井
裕
勝
Ｖ

☆
頭
の
中
で
は
自
分
の
た
あ
の
空
間
の
青

写
真
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
現
実
は

厳
し
い
の
が
世
の
常
。
今
月
も
グ
ッ
ド
イ

ン
テ
リ
ア
に
溜
息
で
し
た
八
中
村
雅
子
Ｖ

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
〃
大
地
″
に
立

っ
て
み
た
。
よ
く
ぞ
こ
ん
な
デ
ッ
カ
イ
も

ん
作
っ
た
ナ
と
い
う
の
が
実
感
。
こ
の
感

じ
を
今
の
う
ち
、
神
戸
の
人
た
ち
に
味
わ

っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。
八
川
崎
Ｖ

★
パ
パ
イ
ヤ
、
キ
ー
ウ
ィ
、
マ
ン
ゴ
、
ア

ボ
カ
ド
・
・
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
に
こ
の

其
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ジ
ン
ラ
イ
ム
●
●
●

だ
っ
て
生
の
ラ
イ
ム
を
使
え
ば
、
ふ
た
味

は
お
い
し
く
な
り
ま
す
よ
。
八
岡
田
Ｖ

★
取
材
で
某
ホ
テ
ル
の
消
息
を
訊
ね
て
北

野
町
へ
。
時
の
流
れ
に
住
む
人
も
町
も
変

り
、
形
な
き
も
の
記
憶
の
中
で
印
象
薄
ら

い
で
ゆ
く
。
人
と
て
然
り
、
忘
れ
去
ら
れ

る
と
は
何
や
ら
哀
し
き
か
な
。
八
中
塚
Ｖ

☆
劇
団
神
戸
が
頑
張
っ
て
い
る
。
お
芝
居

っ
て
面
白
い
の
よ
れ
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で

（
当
然
か
な
）
変
身
で
き
て
、
そ
し
て
か

け
引
き
．
．
…
．
。
八
宮
川
光
世
Ｖ

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
２
２
０

☆
発
行
ｚ
弘
年
８
月
１
日

★
洞
莱
・
発
行
／
小
泉
康
夫

★
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
築
室

神
戸
布
生
田
区
束
町
１
１
３
ノ
ー

大
神
ピ
ル
７
階

麓
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
４
５
１
９
６

頒
価
２
０
０
円

峨
蟻
蔀
翻
坐

ド
は
現
在
、
炎

天
下
一
瞳
も
の
と
も
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
建

物
の
工
或
が
若
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
上
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
知
に
は
「
神
戸

博
の
工
覗
が
著
工
す
れ
ば
鴬
並
み
の

大
工
事
爵
に
癒
る
だ
ろ
う
．
そ
の
規
縦

も
班
ま
じ
い
。
知
に
は
こ
こ
で
博
覧
会
が

冊
が
れ
る
か
と
思
う
と
血
が
熱
く
な
る
。

Ａ
小
侭
夫
ｖ

☆
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
女
人

像
を
何
げ
な
く
拝
見
し
、
あ
る
日
、
個
腿

で
出
会
旦
垢
抜
け
て
美
し
く
な
り
、
身

近
だ
っ
た
の
に
よ
そ
よ
そ
し
い
遠
い
女
に

な
っ
て
い
る
。
敦
煙
展
で
、
井
上
靖
先
生

の
旅
日
記
に
は
、
克
明
な
ペ
ン
描
き
の
ノ

ー
ト
に
詩
人
ら
し
い
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
っ
て

素
顔
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た
。
生
原
稿
の

迫
力
も
印
刷
で
新
し
い
顔
に
仕
上
番
と
、

何
か
が
消
え
何
か
が
生
れ
る
。

八
小
泉
美
罫
子
Ｖ

編
集

後
記

★
い
ま
は
誰
れ

で
も
知
っ
て
い

る
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
取

胸
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鐘 く7 3 〉土鈴
山田旺さん
く山Ｈ１旺歯科医院〉

三千個に及ぶ様々な士鈴は全
て微妙に音色が異なり、それぞ
れに深い趣きを持つ。１４年前、
旅行中ふと買ったのがきっかけ
で、まさしく“魅せられて" 、旅
先や骨董屋を丹念に捜し求めて
いる｡ 自宅には専用戸棚がずらり
と並びユニークな型の物、色彩
の美しい物、年代物……等がき
ちっと整頓され壮観だ。が、こ
の収集、実は管理する奥さんの
功績も大きく、夫唱婦随の結能
物といえる。消しい鈴の音に耳
を傾けながらの劫Ⅱ排は､ 又格別。
センター街店にて
カメラ／米H 1 定雄

“
一
“
一

毒含室三弐唾痔邑噂h k l 1 l 、 霊
『・画

苫苫

Ｖ１

灘
臣.

画

鍵騨叫

ノ

☆コーヒーショップセンター街店
ＴＥＬ3 2 1 - 4 6 2 6 A M 7 ：３０～ＰＭ１１: ００

ｑざ

L 四L 四

§§A 遷踊 農 》
》
一
》這号

蕊誉蛋唾幸蛋唾幸Ｆ､ 剛酔 鴬毒ｒ‐可
１
が１

☆英回風喫茶・レストラン三宮さんブラザ店
ＴＥＬ３９１－１７５８ＡＭ１１：００～ＰＭ９：００

☆コーヒーショップ神戸亭三宮センタープラザ店
ＴＥＬ3 3 2 - 6 3 6 1 ＡＭ１０: ００～P M 9 : ００

マ

ス 蜜’

議；
鴇呼号

守四 夢夢
．“
再一夕

『一言
且

」
‐
『
Ｉ
可

告
画
一ｋ
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L瓢たりとした小部屋で日本料理をお楽しみ下凱豆

壷

諦勺葉言
神戸市生田区北長狭通1 丁目1 - 5
でんわ0 7 8 < 3 3 1 〉1 1 2 0 代表
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鯨 騨響五事
元町３丁目山側毒3 9 1 - 3 1 5 6

活 伊幣海老料理中納言
神戸プラザホテル病〈2 Ｆ> 阪神国鉄元町浜側澄3 3 1 . 7 9 1 8

神戸元町本店/ 国鉄元町来途3 9 2 . 1 6 8 5

本 格派鳳本科理害リ烹吉本
生田区中山手通２丁目9 8 [ 生田腎察署西口前）

垂3 3 1 = 5 8 1 7 . 3 9 2 - 2 0 2 0

山 菜リ斗理六段
国鉄三富駅山側青２３１０４０６

新 棚食処あじびる
阪忽三宮訳I l J m i l 五3 3 2 - 3 4 5 6

1 吹 | 風焼鳥卜リド、リ
坐Ｈ１区中山予通２－１３生田･ ノシアルピル宮3 9 1 - 3 0 2 8

☆茜洋米斗理

神戸のうまいもんとドリンキングま ン、つの ☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ ミユーシンク ･ ラウンジサン卜ノーレ
トアロード店生師区下山手通２トア・ロード

査3 9 1 - 3 8 2 2
北野店生田区中山手迩ｌ一助－７

ダイワナイトプラザ６Ｆ壷2 2 1 - 3 8 8 6
ス ナックレオバノレド

生田区中山手通２丁目３０－１
束P リダイワナイトプラザ６Ｆ蚕3 9 1 - 0 9 9 2

ＤＲＩＮＫ スネカジリッ子ＳＮＡＣＫ
生田Ⅸ下山手通２永晃ピルＢ１

宮3 9 1 - 8 7 0 8
ＷｉｎＧａｎｄ 珍 地理屋ｓｏｍｅＩｈｉｎｇ

生田区中山手通１－２１－７
大和ナイトプラザ１Ｆ言２‘1 2 - 0 2 8 8

ドイツレストランハイデルベルク
生田区山本通２丁目ローズカーデン２Ｆs 2 2 2 - 1 4 2 4
c A F E R E S T 乳 U R A N T ふじぃ

生田区中山手通２３３２壷3 3 1 - 5 4 8 5 , 5 2 3 5

; l : Ｘ久一§, 蝦力ブリオ
神戸三宮さんプラザB l F ひ3 9 1 - 5 2 “

難 ； W 感喫ぷはら
生田区中山手通ｌＴＩ４１９クラン山手Ｂ１

☆喫茶雪 2 4 1 - 7 0 1 7
コーヒーラウンシＣｉｔｙｏｆＣｉｔｙ

篭睡区二宮町３ｒ１Ｉ２－１１金3 3 1 - 1 1 1 7

テ ィー＆スナンクエポツク
生田区元町皿３【浜側）念３３】3 6 9 ' １

喫 茶ガ－デニア
龍m I X l l [ 町１１３－１大神ピルＩＦ

言3 2 1 - 5 1 1 4

宮水のコーヒーＩこしむら劫ロ誹店
中山手店・' “I 区中山乎迩１－７１】

公2 2 1 - 1 8 7 2 ▼窪１－編２４
センター街店 . 生Ｈ１区二宮町２－諏

迂３９１－０６６９
北野麻・L I I 本逝2 - 9 蚕2 4 2 - 2 4 6 7
（会艮制）３ＦＩｌｆ務所君2 4 2 - 1 8 8 ( 】

ヒアノホールバックステージ
生田区三富町ｌサンプラザI O F サンロイヤル

電3 3 2 - 0 2 3 0

郡 』リドモ－ツアル卜
雀田区山本通2 - 9 8 グラジドマ〆ンヨン１Ｆ

言2 4 1 - 3 9 6 1

ファ' ﾝ 冒糎とキング・スコート
ティーラウンジペントハウス

伽{ l ば山率逆2 - 1 1 1 キーグスコート内云2 4 2 - 7 0 9 0

瑚 珠ん
生II I l え二宮町２r i I 2 5 （トアロＦ１壷３９１－１５８９

☆c l u b
ｃ ｌｕｂ飛鳥

生田区中山猫通1 - 1 1 7 茸3 3 1 - 7 6 2 7

ｃ ｌｕｂノ ｣ 、万
′膿1 1 1 1 割[ 門筋中鴎ビル3 Ｆ壷3 9 1 - 0 “８．４３８６

ｃ ｌｕｂさち
生田I 式中山脹迩2 布云3 3 1 - 7 1 2 ( 】

千ヶラブ ･

塩ﾛ 1 区F l I l 獅虹2 - 2 1 言３９１－１０７７

ｃ ｌｕｂなぎさ
蛎田区北A 2 怯迩2 1 宜調1 - 8 6 2 f 〕

ク ラフるふ、らん
生田区北曇挟逝１－１１１－１１念3 3 1 - 2 8 5 ‘1

☆ 日本料理

俸掲島 ﾆ アポロン
葺合区八幡通５－６言2 5 1 - 3 2 3 1

ストランｆＨ５皮くあらかわ〉
生田区中山手２－９壷2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

Ｃａ｢ ⑧Ｇ１
ＲＧｓＬａｕｒｚ１ｎＩ r “＆ｓＮＡｃＫフロッサム

加納'111 1 1Ｗ生剛区加納町２ノ７２査221- 9 1 8 2
．樫flHWfkl川，<中111手ITrI24-1ヒルサイ1$テラス

公078(242)５０００
ＰＵＢ＆R E S T A U R A N T アツプランド

唯磁区加納町３１－３４壷2 4 1 - 8 2 7 1

サ ロンアルバトロス
坐Ｈ１区中山子通１－２４－７

大和ナイトプラザ２Ｆ奮2 3 1 - 3 3 0 0

ＤＲＩＮＫＩＮＣＩＳＡＮＡＲＴＯＦＬＩＦＥウッド．ハウス
４“1区下1 , 1 J 手迎１－３２舌2 4 1 - 7 3 2 0

プチシャンソン
ミ音楽の家告ＥＴエトワＴＯＩ

生I I l I X ・宮町３－１スカイトーアピル３Ｆ
神戸i ･ ずロトミ汽七シクー街I H i 入１１香調2 - 1 7 5 5

純 会員制エドワーズ倶楽部
生1 , 1 又北災挟迩１－２８

ﾎ ﾜ ｲ ﾄ ローズビﾙ 5 , 6 Ｆ生田所通
念3 9 1 - 3 3 0 0

S N A C K プチおるご一る
′側1 区. ド山手通2 ノ７ノ１Ｋ. Ｓ､ Ｍピル２Ｆ

冠078 ( 3 3 2 ) 2 6 8 0

ナ イトインおしやれ貴族
生皿Ⅸ中山手迦１－２４－７

大和ナイトプラザB １面2 4 2 - 1 9 2 5

ス ナック繭の花
握1 1 区中山･ 濃迦２丁r 1 3 0 - 1

束1 ' ' ｣ ダイワナイトプラザ5 F 壷3 9 1 - 4 4 5 5
ス タンドカ、 てな

生凹区中山乎辿１－９０英他ピル１Ｆ
森３３１－１３１６

本店洋酒のi 鱒キヤンテイ
生田区北災狭通２－３

宮．１９１郡1 噸Ｉ
北店スープとパンの店嵯田雁Ｆ山張旭３－８－９

壷３３１－３５６１

ア ンドゥトワ
生1 1 1 神社I H i 伊鱒ビﾙ １F 査3 9 1 - 8 6 : 1 ９讃岐名代うどんあ や亭一

1 V 合腰旗塚逝７－５喬2 3 1 - 6 3 0 0
トアロード店宮3 9 1 - 2 5 3 8
兵庫駅前店青5 7 5 - 5 3 0 6

夷
手通1 - 1 1 5 照門筋蛎l j u 会館ビル１蹄

査3 3 1 - 7 7 7 0

れ ない
m l j 中. 尖ＫＣＢビル２Ｆ査郷１－“9 ４

レストランセントジョージ
４唯耐Ⅸ北野町１－週０言2 4 2 - 1 2 3 4 1

レ ストラン男爵
生田区中山手１－１８

山手第ピル１Ｆ言2 4 1 - 0 7 7 8

ﾒ ｷ ｼ ｡ 小料理亭ティファ－ナ
′槌田Ⅸ中山手迎ｌＩＩＩ４－１２パールコー兼ラスピル１Ｆ

宮２４２－００』１３

R e 雪‘塾u 『a n ‘ボナペチ＆Ｌｏｕｎｇｅ
生H 1 Ⅸ. l 上野町３－４９ＢＫブラザ1 Ｆ

垂2 2 2 - 5 3 ｍ
ビ ザ・ハブピザ。パテオ

生田区元町迎１－４９( 元町１番隣，
言3 3 1 - 9 3 7 8

フランス科Ｅ２ビ. ストロドウＩノヨン
セ田区山本通２－ｲ ０－１喬２２１２７２７

レストラン麻布キヤンテイ
咽Ｈ区. I 上野町‘１１~ 1 1 3 0 2 罪人館恨楽部垂2 2 2 5 3 8 ( 】

ｍａｉｓｏｎｄｅ 花 屋緊ｉｌａｍｏｄｅ
三宮フフワーＬＪＩ; I 1 i 役所前金２５１』１１Ｍ

驚ﾘ ﾈ 慰ｱ 料罵ﾌ ｨ ｯ ｼ ｬ ｰ マンズポート
神戸港蕊４突提ポートターミナル垂3 3 1 - 0 3 0 1

レ ストランフシク東店
生田区栄町１－５－３宮3 2 1 - 3 2 0 7

淵淵ＸＩｃＥＢｅｅｒＨｏｕｓｅ
二常・生田新道壷3 3 1 - 9 5 5 4

グリル・鉄板焼月言 3 3 1 - 2 5 0 9
喫茶. ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ｶ フェパウリスタ
三宮・トアロード( パウリスタビルＢｌ）言３９１－００６１

ステーキ , ､ ウスれんが亭
生､ 区下山手通２－３４宮3 3 1 - 7 1 6 8

段ＢＡＲＢＥＣＵＥ一二
＆ S T E A K ﾉ 、

’ｋ田Ⅸ元町通３宮3 3 1 - 2 1 0 8

レ ストランフシク神戸店
生田区栄町２－２４壱３２１－劉５３

炭焼ステーキ凱旋門
』郷1 1 1 Ｋ下1 1 呼通２」~ 1 １６所茄ピル１Ｆ青3 2 1 - 3 3 7 8

北海道郷土料理蝦
'｛ ･ 田区中山手通１

食く
宮塩田祈批浜

利

素 舌洞でっさん
生田区北長妓逆1 - 2 5 8 吾3 3 1 - 6 7 7 Ｒち ば

センター街( 旧柳筋）君３３】
焼た

二重
な
唖
事
唖
言

『うす貰神
レ
ス
ド
ス

ＳＴＡＮＤマシ１ケナダ
生Ｉ1 1Ⅸ中山耐'１２－３０－１砿l ﾘ ﾘ ﾉ銅Iナイトプラザ2Ｆ

言3 3 1 - 5 5 8 7

サ ロンパレｊ、姫
生田区加納町４丁目神三ビル２Ｆ君3 3 2 - 1 0 9 8

ｓ ＮＡｃＫシヤングリラ
セ田区中山下通１マリンピル1 Ｆ念. ｉ９１８９; １１
グランプリ．中1 1 1 乎通１１－友峨ピル２１辱

迂3 9 1 - . 1 4 ⅡX j

RESTAURANT蔦…皿-7‘緯,;緬鵬…『ＷＩＮＥ＆きき 猫琴竃

呑3 3 2 - 3 3 0 3

稚晦光夫の
率一〃ﾘ クザロダ

ナ イファ一一
篭田区中山手通ｌ垂2 4 1 - 1 7 7 1

☆ 喫茶

戸 館

レ
テ
し

喫茶館英国屋
神戸闘際会館渋側念2 5 1 - 4 5 6 2

喫 茶館葡萄屋
二宮センター街３Ｊ- 日毎3 9 1 9 0 0 6

カ フェ・ドプランタン
凶餓尤町駅禦ロ山側垂3 3 1 - 4 3 7 6

伽 酢館煉瓦屋
国鉄元町駅東口山側念3 3 1 - 3 6 6 7

喫茶禅l 1 l i チェーン株式会社ミカド

フレッｼ ｭ ジｭ ｰ ｽ ゥﾞ アヴ、ァン
三宮花１１撒卜北ハニーピル2 Ｆ壷3 3 1 9 7 0 3

コーヒー＆ﾌ ﾚ ﾝ ｼ ｭ ｼ ｭ ｰ ｽ ウ ﾞ アン
展裳会館B 【毒3 3 3 5 9 7 3

コーヒー＆フレソシュジュースドン
、鉄三宮駅北日生ビル隣念3 9 1 4 6 8 6

ス タンドグラムール
生田筋岸ピル地時壷3 3 1 - 4 1 6 3 7

サ ロン神戸時代
生、怪中山子通１－２８

モンシャトウヨトプキピル缶2 4 2 - 3 5 6 7

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ウンジサヴオイ
』前架山側テキの店北喬3 3 1 - 2 6 1 5

ﾃ ーキハウスグリル青山
生田区中山手通2 - 1 1 2 - 2 （トアロード）壷３９１－４８５８

ス

トランクイーンズコート
生田瞳山本鋤２丁目3 1 盃2 4 2 - 2 4 6 9

ス ナソクＺＯＯ
国鉄三ノ宮駅山側正室そばピル北瞬三浦ピル. ＩＦ

盆３詑一6 0 1 5

隣
ｌｕｂ

ＡＲＭｏｏｎＬｉｇｈｔＣｌｕｂ言3 3 1 - 0 1 5 7 ＢＡＲ蚕3 3 1 - 0 8 8 6 . 3 9 1 - 2 的偶

宮
（
回

生田区下山手通２－２９－３アマツビル１Ｆ画3 2 1 - 2 9 5 5 サンバと ．バカバーナプラジルド.+理篭田Ⅸ中山手通２－３３－１雷332-6694.6697カレディナビア料理 。．ツクスタッドと世界の民族音楽の店
生田I 豆山本通3 - 1 8 回教寺院前言2 4 2 - 0 1 3 1

胸*料鯉”声フI§…Ａｒ《壷息鋤』鏑,_蝋 T h e g l i i l B O B < ボブ〉トアロード西山側
生､ 収北良狭3 フＴ－ｽ 1 ．ハブ２下査3 9 2 - 2 5 0 0

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１－

こ
や
享
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



. ‘園喪一
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阪急御影駅山側・御影ガーデンシティ２Ｆ
－９: 0 O P M ）無休･ 駐車場完備

盛夏の味、冬瓜宝( 冬瓜のｽ ｰ プ）
全諦置

噸’墨子．
御影本店の店内

▽

Ｒ‘灘 別舘
御影本店／T E L ､ 0 7 8 ( 8 2 1 ) 6 6 6 6 阪急御影g
ll:00AM～9:30RM(ラストオーダー9:0OPM）
さんちかタウン店／T E L ､ 0 7 8 ( 3 9 1 ) 1 9 3 0
貿易センター店／T E L ､ 0 7 8 ( 2 5 1 ) 5 5 5 5
西明石店( 新幹線西明石駅構内) ／

TEL､078(928)4013

４１牡丹園
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旧居留地の瓦斯灯
明治７年に神戸外国
人居留地の街灯とし
て作られたもので柱
台に英京ロンドンの
銘がある。わが国の
瓦斯灯としては最も
古いものの一つでト
アロードを下ったと
ころ大丸前に現在あ
る ~

L 』

｜
ト
ア
ロ
ー
ド
冠
３
９
１
‐
０
８
９
６

三
宮
店
／
セ
ン
タ
ー
街
念
３
９
１
１
０
８
９
５

青
い
海
と
白
い
砂
浜
、
夏
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
似
合
う
カ
シ

ユ
ア
ル
ウ
エ
ア
を
…
…

☆
若
人
の
服
飾
／
ブ
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
プ

Ｍ
Ａ
Ｃ

が５ひき
オンズクラブ､ から寄贈されたリスが５ひき。
らな瞳と手にもつくるみならい玉がかわいい
なあ。すっかりこの辺のアイドルになりまし

ＣＯ◎ＩＳｈ。◎ｐｉｎ図

ＴＯＲＲＯ風，

ｄ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
８
Ｉ
Ⅱ
川
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ⅶ
仰
奇
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☆
花
の
こ
と
な
ら

草
楽
一
圭
星

ト
ア
ロ
ー
ド
冠
２
２
１
‐
１
５
８
５

イ
ン
ド
ア
に
緑
を
ｃ
花
を
愛
す
る
人
は
心
や
さ
し
い
人

イ
ン
テ
リ
ァ
ポ
ィ
・
ノ
ト
と
し
て
も
人
気
の
間
に
観
葉
樹
。

一一

ト
ア
ロ
ー
ド
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

生
田
区
北
長
狭
通
２
‐
１
６
０
缶
３
３
１
１
６
５
３
５

味
に
厳
し
い
神
戸
２
十
に
愛
さ
れ
て
い
る
デ
リ
カ
テ
ｙ

セ
ン
の
品
々
・
夏
の
食
卓
に
、
ご
贈
答
に
ど
う
ぞ
。

☆
世
界
の
食
料
品

サ
ン
ト
・
ノ
ー
レ

ト
ァ
ロ
ー
ド
店
下
山
手
通
２
五
３
９
１
１
３
８
２
２

北
野
店
中
山
手
通
１
ダ
イ
ワ
ナ
イ
ト
プ
ラ
ザ
６
Ｆ

壷
２
２
１
１
３
８
８
６

音
楽
と
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
ひ
と
休
み
夏
の
ト
ァ
ロ
ー

ド
。
伽
誹
、
紅
茶
、
シ
ュ
ー
ス
剛
円
、
ピ
ザ
伽
円
木
叩
定
休
。

☆
ミ
ュ
ー鱗 》
ン
シ
々
ジ
ー
プ
方
タ
ン
〉
ソ

＝域

。【

ロ司
旦

蒜：
帥
・
陛

鍵に
国士、

に由

閏蕊鍵！

０１

４賎

卓〃

★
お
見
合
写
真
（
予
約
制
）
・
ポ
ー
ト
レ
ｉ
ト

ー
一
一
宮
写
宣
く
室

ト
ァ
ロ
ー
ド
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
北
隣

念
２
４
１
１
５
５
３
０
㈹

美
し
ぃ
世
女
の
姿
を
お
撮
り
し
ま
す
。
ご
家
族
で
の
写

真
も
い
い
も
の
で
す
よ
、
赤
い
三
角
屋
根
が
目
印
で
す
。

７
産貞皇

神戸外国人倶楽部の鳥居
トアロードの名前の由来ともいわ
れているのがこの鳥居。トリイが
誰ってトアになったとかｃトーア
ホテルがこの地にあったから言わ
れているが定かではない。赤い鳥
居の向こうからプールサイドで水
しぶきをあげるエトランゼの歓声
が神戸らしい。

葉が夜になると手を合わせ
たように閉じてたれる合歓
の木。トアロードは合歓並
木がつづく。初夏に紅い花
が咲き、山の緑、空の音と
の対比が美しい。

↓【

垂

届

雲霧
ＳｕｍｍｅｒＳｈｏｐｐｉｎｇ

ＴＯＲＲＯ風，

Pq

i憲窪<ｉ
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一二壁￥

ロ

罫

畢
一

ノ

ア
ン
テ
ノ
ー
ル

北
野
坂
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
ー
Ｆ

盆
２
４
２
‐
３
７
９
７

栖
落
者
揃
い
の
北
野
町
で
は
、
こ
こ
の
ケ
ー
キ
や
チ
ョ
コ

を
州
る
の
が
流
行
。
鋳
を
猛
ら
し
た
美
味
し
さ
で
す
。

、☆
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ッ
ト
ン
ハ
ウ
ス

魔
女
大
里
最
世
子

異
人
館
通
り
異
人
館
倶
楽
部
３
Ｆ

壷
２
２
２
１
１
７
７
３

華
や
か
な
大
韓
の
サ
ン
フ
ラ
ワ
ｉ
の
よ
う
な
君
へ
・
贋
を

刀
ド
レ
ス
で
よ
り
嫌
き
を
お
崩
し
あ
そ
ば
せ
。

'鰯毒遷Ｉ〔．〃
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
デ
リ
カ
の
店

女
大
里
最
世
子

E､淫

★
テ
ィ
ー
＆
ス
ナ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
サ
ム

北
野
坂
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
Ｂ
１

宏
２
４
２
１
５
０
０
Ｏ

北
野
町
散
策
の
途
中
で
一
休
み
素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
が
お

喋
り
を
楽
し
み
ま
す
。
夜
は
お
酒
を
楽
し
む
の
で
す
。

☆ブ
テ
〃
１
ツ
ク
オ
ー
サ
キ

異
人
館
通
り
異
人
館
倶
楽
部
Ｂ
１

念
２
２
２
１
２
６
８
８

秋
の
ロ
マ
ン
は
足
元
か
ら
。
靴
の
オ
ー
ダ
ー
。
十
日
間
で

賞
女
の
イ
メ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ズ
を
華
胆
に
表
現
い
た
し
ま
戎 －’

ＳｕｍｍｅｒＳｈ◎ｐｐｉｎｇ

ＫＩＴＺ１ＮＯＣＨＯ
１m ﾛ ﾛ園U圃迩１，画ＢＥｍＢ恥

市内と異人館をめぐる観光バスは毎日午前９
時4 0 分、国鉄三宮西口を発車。大人1 5 0 0 円、
小人8 0 0 円で所要時間は約３時間。１人でも
気軽に乗れて快適です。

曇.，
ニー

ウ

iＰ

ご
存
知
風
見
鶏
の
館
。
こ
の
他
、
白
い
異
人
館
・
ラ

イ
ン
の
館
・
う
ろ
こ
の
家
と
、
公
開
中
の
異
人
館
が

キ
タ
ノ
チ
ョ
ウ
に
あ
る
。
画
廊
や
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
て
い
た
り
、
往
時
の
家
具
が
置
か
れ
て

い
た
り
し
て
雰
囲
気
が
い
い
の
で
是
非
お
立
ち
寄
り

を
。

コ宅ｊ”弧’
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☆
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

ジ
ヤ
ン
・
ム
ー
ラ
ン

異
人
館
通
り
２
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
Ｂ
１

壷
２
４
２
１
４
１
８
８

〃
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
“
を
ど
う
ぞ
。
《
税
サ
ピ
ス
科
込
み
で
肱
干

Ｃ◎◎ＬＳＨ◎ＰＰＩＮＧ

ＫＩＴｚ１ＮＯＣＨＯ

☆
真
珠
・
宝
石
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
専
門
店

サ
ロ
ン
。
ド
・
苧
ル
北
野

異
人
館
通
り
４
栄
光
宝
飾
㈱

念
２
２
２
ｉ
ｌ
４
０
６

落
ち
つ
い
た
真
珠
の
味
が
今
と
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す

エ
レ
ガ
ン
ト
な
夏
を
過
ご
そ
う
と
し
て
い
る
方
に
、

、

☆
舶
来
民
芸
品
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

神
戸
コ
レ
ク
シ
ォ
ン

異
人
館
通
り
２
北
野
ア
レ
ィ
ー
Ｆ

壷
２
２
２
１
３
６
０
０

ト
ロ
ピ
カ
ル
旋
風
吹
き
ま
く
る
夏
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ィ
・

ド
の
民
芸
品
が
揃
い
ま
し
た
。
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
小
物
を
。 野」と」

さ
り
げ
な
く
エ
ト
ラ
ン
ゼ
が
歩
い
て
た
り
し
て
、

あ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
。

この景観。1 0 0 0 万ドルとも言われる夜景もよ
し、昼問のキラキラ輝く港が見えるもよし。

★
手
づ
く
り
の
店

異
人
館
通
り
４
キ
タ
ノ
サ
ー
ヵ
ス
山
側

窓
２
４
２
１
５
０
０
５

本
当
の
生
活
を
大
切
に
す
る
方
へ
。
素
朴
な
民
芸
品
が

息
づ
い
て
い
る
お
店
。

司り

が
れ
り
や
馬

塞譲《: …霧= 霧
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北野に挺生したあなたのラウンジで､ 豊かなひとときの
デイタイム､ 洗練された雰囲気の中でのナイトタイムを

ランチ／6 5 0 円キープ／オルード・６，０００円
Ｌ○ＵＮＧＥ

気まぐれな夏の風に身をまかせていても、いつもと同じ

…塵.Wiil雷……
』獣誉雛篭‘

、,睡首窪

伽l l i m d b m
コリーナドーロ

生田区中山手通１ヒルサイドテラス1Ｆ念222-547011:00ＡＭ～１１:Ｏ０ＰＭ
ランチタイム１１: 0 0 ＡＭ～2 : 0 ＯＰＭ日雁休

ゴョイコル
田区中山手遣２高島ビル2 Ｆ壷3 3 2 - 1 8 6 6
]ＯＰＭ～2:00ＡＭ(日祝・５:Ｏ０ＰＭ～１２:0ＯＰＭ）
琴時間８: 0 ＯＰＭ～1 1 : 3 O ＰＭ無休

Ｉ

串かつのお店生ビール( 中）3 0 0 円

串乍,字急

園

ノ

蕊
ユ
」
梨

| 竪琴詞

生田区北長狭通１サビ1 , 1 Ｆ（れんがＩ路）
ａ: １１３００５: 0 ＯＰＭ～２: C ＯＡＭ日I 簿併

仕事が終って生ビールをグイ. ／と一息。いいですねえｃ
彼女と二人で行くのも良し、仲間でワイワイも結排‘，

可

－ＪａｚｚＳｐａｃｅｗｉｔｈＹｂｕ
タラモアデユー￥6 , 0 0 0 水割, ビール各￥5 0 0

バラ・レユト三ン

■
■
■
ｌ
８
－

、

上画もⅡ
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／

、

新しいサンバチームの登場です｡ マリア･ ナザレの唄声
とサンバのリズムでブラジル･ ナイトを揃喫して下さいｃ

サンバとブラジル料理

Ｃｏ１ＭＣ蔵Ｂｒｍ廠
生田区中山手通2 ]目３３１恋3 3 2 - 6 6 9 4 . 6 6 9
5 : n O P M 3 : 0 0 A Ｍ口曜休( 祭口は営業

率
臓霞

凸

咽

TheBestThiI項sinLifeareMusicandW11iskv、

生田区二宮町１さんフフザi ＯＦサロイヤＬ
極謎一コ第１コ月曜{ ｵ 、
ＣｏＩＩｅｅＴＩｍｅｌＩ: 0［６:Ｏ０
ｗｈｉｓｋｙＴｉｍｅ６；１－: n ’

Nｉ

鴎

ど'咽睡

忌憾、
弓

｢ バラがI 咲いた｣ って歌がありました。清潔な青春を感
じさせる歌でした。あなたのバラの部毘、ローズルーム･

開店３周年記念／９月５日( 水）

生需区中山手通２東門大和ナイトブフサ７Ｆ
酉謁2 - 2 3 6 5 . 3 9 1 5 0 4 4 日曜祭日も営業

スイングしたい夏の夜､ 楽しくグラスを傾けるあなたの
フイーリングにぴったりのサテンドールの揺れるリズム。

ＪＡＺＺＣＬＵＢ

酢需侭中山手通１
西，”

富士産業ピレ１Ｆ
０母体
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生田神# 士
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召

』

』

ノ、

li蝋'１Ⅲ

？

塗』

胤Ｉ』

一
・
一
一

〉
一
声
》

糟

、
Ⅷ
Ⅲ
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恥

１

毎毛壁

》
一
》

一
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一

認

廷

』

再畜苓
‘営舎４豆蚕‐

咽

u Ｕ

石

Q

山手幹線賎生娘
梅沢和子

神戸市生田区加納町4 丁目２
神三ビル2 Ｆ

ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 2 - 1 0 9 8

ー

①

尋
三

・ 可Ｌ

璽塁謙二
残暑お伺い申しあげます。おかげさまで３周年を迎えることができました。８月２０日( 月) ～
２５日( 上) は、３周年記念旨として楽しい催しを企画しています。ナウなディスコサウンドにの
って、アダルトなムードで、大いに若返って遊んでいただければと思います｡ 期間中は、
感謝の気持ちをこめて、ささやかなお土産も用意させていただきました。お誘い合わせの
上、ぜひご来店ください。みなさまのお越しをスタッフー同心からお待ち申しております｡

Ｎ

－Ｆ

岸

Ｆ
可

汀

１
－＝昼

:こ噌副雲§i、Ｆ
》
﹈幸

一 言言

，函
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▲ ご予約受付中公2 2 2 - 5 3 1 4

猪 俣猛荒川康男林忠男

９月８日( 土）2 周年記念特別セッション
脚

第一部開澗７: 3 O P M
第二部開演９: 3 O P M

ＭＥＮＵ
炭焼きステーキ3 , 8 0 0
帆立貝デイールマリオ、８００
アサリのサンタパーバラ1 ，０００

出演林忠男 ( ハープ）
荒川康男( ペース）
猪俣猛( ドラムス） 会費

会員および同伴者￥1 0 , 0 0 0
一般￥ 1 3 , 0 0 0
（フリードリンク，オードブル，税込）

日本唯一のジャズハープ奏者・林忠男
の色彩賎に富んだクリスタルな音色、
そしてもう皆さんおなじみの、ベース
の荒川康男、ドラムの猪俣紬、このト
リオ' 二よるスイング感あふれるサウン
" ドを心ゆくまでお楽しみください。

スーパー･ ﾆ ｯ ｶ ９，０００

、

会員制会員葬染中
入会金1 0 , 0 0 0
会晩( 2 年間) 5 , 0 0 0

神戸市生田区中山手通1丁目５７宮士産業ビル2Ｆ壷2 4 2 - 5 3 1 4日，祝休 ノ

剛、謂屈孟囲z 罷唖一礎
ロ

謎Ｉ
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青
い
、
ど
こ
ま
で
も
青
い
大
陸
の
空
だ
。

漢
墓
の
入
口
ま
で
私
た
ち
は
汗
を
流
し
て
歩
い
た
。
し
か
し
、
漢

墓
の
中
は
予
想
以
上
に
広
く
、
ヒ
ン
ャ
リ
す
る
く
ら
い
涼
し
い
。
左

右
に
た
く
さ
ん
の
小
室
が
並
ん
で
い
て
、
通
路
の
一
番
奥
ま
で
進
む

と
円
形
の
大
き
な
部
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
央
に
一
個
の
石
棺
が
置

か
れ
て
い
る
。

通
訳
の
Ｃ
が
私
の
袖
を
引
い
て
、
棺
の
蓋
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字

中
国

Ｌノあたあて行てこる上り；本何？うえし
、ののかくがの人をの4 0 語かだなか針
又か中らま順国々浮努度をし誰。いしの
意もにおで調へ力§遊力；発やか手。す痛
識しはか{ まだ来いし；熱すべが足白ぐさ
がれ。し何つたるてとがるつ私もい' こで
遠ないく事たの。いい下女たをきビ又目
くいやなも･ だ日るつがが｡ のか二意が
な。、つなあ･ 本。たらい日ぞな１識さ
るこそたかそそ人そ抑なる本きいルがめ
ｉのものつこうだの場い。語込。の隙た
･ 国そだたへし。言の；通でむ他風Ｍｉ･
はも･ ･ 行て彼葉なき訳は。人呂と腕
．こやあくあらにいわだな白の敷なに
ワのはそまちはい無めないい体をる静
い国りこでこ私ち感て･ 。服の顔。脈
･ へ入へはちのい勤危よそのよに息注
歴来る行。旅知ちな険くれ男うべ苦射
史たべきそを人深言なはをl まだタしを
力f のき、うしだく葉状聞受医。ツい打

雛 : 灘雛識
るつかにそ｡ といが来な言うくれよら
･ てつ入こす共て頭るいのかツたくし
あいたつへぺにいの限が日･ ドよ見↓：

日
中
友
好
文
化
人
交
流
団
の
一
員
と
し
て
北
京
に
着
い
た
の
が
三

週
間
前
。
北
京
か
ら
上
海
、
西
安
と
旅
を
し
て
古
都
洛
陽
に
着
い
た

の
が
四
日
前
。
洛
陽
に
は
漢
時
代
に
作
ら
れ
た
多
く
の
陵
や
古
墳
が

点
在
し
て
い
る
。
し
か
し
一
般
人
は
立
入
り
禁
止
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

中
国
国
際
旅
行
社
の
通
訳
兼
案
内
人
の
Ｃ
が
気
を
き
か
せ
て
く
れ
て

漢
墓
見
学
の
便
宜
を
特
別
に
は
か
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
だ
。

め
っ
た
に
見
れ
な
い
も
の
が
見
れ
る
。
交
流
団
の
人
々
は
一
様
に

喜
ん
だ
。
私
だ
け
が
反
対
し
た
。
お
墓
と
い
う
も
の
は
意
味
も
な
く

近
づ
い
て
は
い
け
な
い
。
犯
し
て
は
い
け
な
い
も
の
な
の
だ
。
不
用

意
に
お
墓
と
か
か
わ
り
あ
い
を
持
っ
た
ら
、
ど
ん
な
タ
タ
リ
に
逢
う

か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
．
．
，
。

○
ず
冒
四
〔
竺
陛
国
①
〕

ｒ

ｌ
再
び
Ｌ
き
ず
き
亀
上
く
①
ど
こ
の
の

車
新
井
満
・
ラ
‐
謬
芋
石
阪
春
生
、

上
伍
、
よ
〃
、
目
劣
つ
と
い
う
◎

〃
開
者
即
死
“

と
読
め
る
。
昔
か
ら
中
国
で
は
盗
掘
が
多
い
。
い
か
に
厳
重
な
陵

墓
で
も
必
ず
荒
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
棺
だ
け
は
、
蓋
の
四
文

字
の
お
か
げ
で
千
年
以
上
も
盗
掘
者
の
手
か
ら
守
ら
れ
た
の
だ
と
い

う
。
な
る
ほ
ど
。
で
も
最
近
に
な
っ
て
調
査
の
た
め
に
こ
の
棺
も
開

け
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
え
え
樋
昨
年
の
春
に
。
開
け
た
学
者
は
ど

う
な
っ
た
？
三
日
後
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
ほ
ら
見
ろ
ノ
．
や
っ

ぱ
り
来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
こ
ん
な
所
に
。

の卜恩しるがの叫だ日い聞！そ車しういに信
だボ黒議して. ノ馬言通手いんんにうこ明ｉうのてちやわじ見
るトくなだオ鹿ゴ訳首つで冷はのえ朝原かサ意のいから学
うボ長夢いし冗なりすをのいた治だて第因、イ識一やにれを
？といをしの談. ノンるつまるくる。< 一不こしを個赤かな終
歩葬見だ顔言ジ･ かにのなさたる便明こン失がンきいえ
引い列たぃをう何ユえんかにっ。し。のｉはのっ私坊弧よて
かてだ。に見ながウつだ医声てそか妻Ｊ高病音たののりう私
漢ポ鴬綿嬢? ｆ誌: 織統繊維獣尉謹
よ･ のてら終；何ば数ら。しはを１日；陽と部もつとが
う誰目行泣どだ←だらがな手て病知な本。市のにあとが漢にののくいう．／つく増いもも気らどの立こ当ろい起墓
し葬前混たしてしえ。。体だせなど華とたううつのて式を沌りてオ？てて舌中。たど家西はつか間た外
葬だ何のすみし何いもがでの片族人よたとに。へ列ろ十意るんはよかる。寒もだ言の民く･ い大晴出
のう人識んなまくし。もい心。の方病覚私う粒れて
最？何のだ泣だ冊やその。配私日々院えは巨の上来
後百はヨくちこべのが足( よの本；とてぷ大雨がた尾ど人ざ才んやえつ中しのい体語連いいつなだつ時
にこもま！？だんなてのや先らがが絡うな倒迩。ての
付まので？といい一べかなどかが看いれだいいこ
ぐで人私生。る人れらいうすつ板。た。やたと
。行々｜まどき ｡ がなだ。だかいと救 ･ そ液空だ
やくが不うて女私し; ん明とにたｉ急そのだが・
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: 物劣諺 ､

が
て
行
進
が
止
ま
っ
た
。
見
覚
え
の
あ
る
場
所
だ
。
あ
の
漠
墓
で
は

な
い
か
。
人
々
は
幽
霊
の
よ
う
に
漢
墓
の
中
へ
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
。

そ
れ
っ
き
り
出
て
来
な
い
。
漢
墓
の
中
へ
私
も
入
る
。
と
こ
ろ
が
漢

墓
の
中
に
は
誰
も
い
な
い
。
人
一
人
い
な
い
。
ど
う
し
た
と
い
う
の

だ
。
さ
っ
き
の
人
の
群
れ
は
ど
こ
へ
消
え
た
…
。

漢
墓
の
通
路
を
歩
く
。
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。
一
番
奥
の
丸
い
部
屋
。

そ
の
中
央
に
石
棺
。
四
日
前
と
同
じ
位
置
。
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
よ

う
な
気
も
す
る
。
蓋
に
刻
ま
れ
た
〃
開
老
一
即
死
〃
の
四
文
字
。
さ
っ

／
／ 蒲

「
・
〕

／

／ ７

ｌｔ
ｔｋ
ＬＬ
１
Ｌｋ

蕊雲謹灘Ｉ灘Ｉ鎌
岐

守
凹
守
凹

き
の
人
々
は
誰
を
葬
っ
た
の
だ
ろ
う
。
蓋
を
開
け
て
見
れ
ば
す
ぐ
わ

か
る
こ
と
だ
。
な
に
、
こ
れ
は
ど
う
せ
夢
な
の
だ
か
ら
大
丈
夫
さ
…
⑥

大
丈
夫
に
決
っ
て
る
…
。

緩
慢
な
動
作
で
私
の
両
手
が
蓋
に
伸
び
た
。
力
が
入
っ
た
。
ひ
き

臼
を
回
す
よ
う
な
音
を
立
て
て
蓋
が
開
い
た
。
ポ
ッ
ヵ
リ
、
長
方
形

の
闇
が
広
が
る
。
そ
う
し
て
石
棺
の
底
に
、
一
体
誰
の
遺
体
を
見
た

と
思
う
？

私
だ
。
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